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作業を行う場合はまず、以前作成されたデータを開くこと。その後、別名などで任意の保

存先に保存後、そのデータで作成作業を行う。今回は加振架台の作成例を以下に示す。 
作業手順 
1.ファイルから新規作成を選択するとモデルナビゲータの画面が出てくるので、タブを 3D

に変更し、構造力学モジュール中のソリッド応力ひずみから固有値解析を選択する。(他
を変更する必要は今のところない) 

 
2.1 の作業後、上段の(以後タスクバーとして表記)”描く”の中から”ワークプレーン設定”を選

択し、X-Y 平面の Geom2 を追加、適用する。同じ手順でもう 1 面を追加、適用し最終的

に Geom3 まで作成する。 
この作業は、Geom1 を表示した状態でなければできないようなので、注意すること。 

3.タスクバー”オプション”の中から”軸・グリッド設定”を選択し Y の最大、最小を今回はそ

れぞれ 1.0、X の最大、最小を 1.5 に設定する。(各値はメートル表示のようなので注意) 



 
最大値・最小値の設定が終わったら”グリッド”タブをクリックし、(オートにチェック

が入っている場合にはチェックはずしてから)X 間隔、Y 間隔のそれぞれを 0.1 に設定

し、終わったら適用をクリックしてから OK をクリック。 

 

4.Geom2(X-Y 平面)で”長方形・正方形”(図中赤丸)を選択し、(-1.2,-0.7)をクリック、(1.2,0.7) 
をクリック。これで長方形が一つ出来る。 
同様の手順で、(-1,0.5)(1,0.5)をクリックしもう一つの長方形を作る。 



 

5.２つの長方形を Ctrl+A(図形全てを選択するということ)で選択し左の欄(以後ツールバー

として表記)から”差”を選択し中の重なっている部分を抜き出す。 

 
抜き出した完成図は次項に掲載。 



 

6.タスクバーから”描く”を選択しその中の”押し出し”を選択する。押し出しパラメータの距

離の値を 0.25 に変更し、OK をクリック。 
7.Geom3 を選択し、前述 3 と同じ作業を行い、4 の 1 つめの長方形まで作成する。ツール

バーから中心点指定の円、楕円(長方形書くときに選んだやつの下の方)を選択し(0,0)をク

リック。そのまま、(0.4,0.4)をクリック。同手順で(0,0)をクリックしその後、(0.2,0.2)を
クリックすると次項のような形になる。 



 

8.ツールバー”描く”から”押し出し”を選択し長方形(この場合はR1)を選択し押し出しパラメ

ータの距離を-0.125 に設定して OK をクリック。 

 
次に E1 を同様の作業で-0.125 押し出す。 



すると以下のようになる。 

 
図のようにこのままでは前に押し出したパーツの中に埋まっているのでこれを移動させる。 

 

ツールバー”描く”から”修正”をクリックし、移動をクリック。その中にある Z 軸の値に-0.125
を入力し OK をクリック。 
 



 

移動すると以下のような図になる。 

 

 



9.先ほどの押し出しと同じ手順で、もう 1 つの円(Geom3 上では E2)を距離に-0.0625 を入

力し押し出す。 

 
上の図の状態で”描く”から修正、移動の順に選択(クリック)し Z 軸の数値に-0.250 を入力す

る。基本的には、これで完成。完成図は下図。 

 



10.Ctrl+A で対象を全て選択し、ツールバーの所にある”和”をクリックし対象の物を一つに

結合する 
11.タスクバー”フィジックス”を選択し、その中から”サブドメイン設定”を選択する。1～4

までを選択しライブラリ材料に”Aluminum”を設定する。(データ読み込みで下図のよう

な中から選択) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
図のようになっていればよい。 

12.サブドメインの設定終了後、タスクバーの”メッシュ”その中にある”メッシュを初期化”
を選択する。(下のような図になる。) 

 
 



13.12 の作業が終わったら、タスクバーの”求解”を選択しその中の”問題を解く”を選択する

と以下のようになる。 

 
 


